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　第 18 回運動疫学セミナーを下記の

日程で開催いたします。運動疫学に精

通した講師陣の講義を受ける絶好の

チャンスです。セミナーに一度も参加

したことがない方、あるいは再度理解

を深めたい方の参加をお待ちしており

ます。多くの皆さまのご参加を心より

お待ちしております。

日　程：2017 年 8 月 26 日 ( 土 )13:00 ～ 

　　　  28 日 ( 月 )16:00（2 泊 3 日）

会　場：帝京大学箱根セミナーハウス  

　　　　（http://www.teikyo.jp/hako

　　　　ne_seminar/）

　　　　〒 250-0408　神奈川県足柄下

　　　　郡箱根町強羅 1300-30（本館）

　　　　( 箱根登山電車 強羅駅より一

　　　　番坂登る：徒歩 5 分 )

時間割：調整中（昨年に類似したもの

　　　　です：近日公開）

参加申込：日本運動疫学会のホーム

ページからの予定（近日公

開）

受講料：一般（有職者）40,000 円 

　　　　学生 35,000 円

定　員：全コース合わせて約 30 名（定

員になり次第、締め切ります。） 

※セミナー受講者は日本運動疫学会の

会員とします 

※非会員の方は必ず入会手続き（当該

年度会費の納入＋入会申込書）の完

了をお願いします。 学生会員入会ご

希望の方は学生証の提示とご紹介者

（正会員）の明記が必要です（入会案

内 → http://jaee.umin.jp/join.html　入

会申込・お問合せ→ jaee.info@gmail.

com）。

※セミナー受講料について：学生会員

であっても専任有職者には学生料金

が適応されません。 

※受講料には宿泊費と食費（1 日目夕食

～ 3 日目昼食）が含まれます。

※宿泊は帝京大学箱根セミナーハウス

（相部屋）となります。個人での宿泊

予約の必要はありません。 

１．コース選択：以下の 3 コースから 

１つお選びいただきます。

　○ベーシックコース：疫学的研究デ

ザインを意識して研究計画をつく

れるようになる。（※初めて参加さ

れる方は原則ベーシックコース）

　○アドバンスコース：疫学的研究の

運営・解析・論文化する力を身に

つける。

　○フリーコース：疫学的研究を実施

する上で身についた企画・運営・解

析・論文化の力を復習する。講義

は自由に選択可能。グループワー

クはアドバンスコースに参加して

いただきます。（※原則アドバンス

コースまでを終了した方） 

２．運動疫学研究に関する合同および

個別相談プログラム 

　⑴合同相談プログラム（運動疫学研

究実習） 　

　　　アドバンスコース 2 日目の「運

動疫学研究実習」で、これから実

施する、あるいは現在進行中の研

究の現状について発表した後、講

師陣全員に対して研究に関する相

談や質問が可能です。このプログ

ラムでの発表希望者は、研究の指

導を担当されている方（指導教授

や研究班長）がいる場合、本セミ

ナーにおいてこのような企画があ

ることの旨を伝え、必ず承諾を得

てください。

　⑵個別相談プログラム 　

　　　フリーコース参加者の中で、こ

れから実施する、あるいは現在進

行中の研究に関して講師陣と個別

に話し合う時間帯を設けます。こ

のプログラムへの希望者で、研究

の指導を担当されている方（指導

教授や研究班長）がいる場合、プ

ログラム参加への承諾を必ず得て

ください。

第 18 回運動疫学セミナーのお知らせ
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　6 月 17 日（土）

～ 18 日（ 日 ）

に 神 戸 大 学 楠

キャンパスを会

場 に 第 20 回 日

本運動疫学会学

術総会を開催させて頂くことになりま

した。会場の手配は神戸大学の小野玲

先生、学術総会事務には大阪労災病院

の浅田史成先生にご尽力頂いておりま

す。この場を借りて感謝申し上げます。

第 20 回記念となる本総会のテーマは、

「Physical Activity and Life Stage ～行

動変容を促すために何をどこまででき

るか～」として、生涯を通した身体活

動・運動を促進するための戦略や課題

について、議論を深めたいと考えてお

ります。学術総会の概要は以下の通り

です。

＜第 20 回学術総会概要＞

日　時：2017 年 6 月 17 日（土）・18 日（日） 

会　場：神戸大学医学部会館シスメッ

クスホール、神戸大学医学部

神緑会館（兵庫県神戸市中央

区楠町 7-5-1）

【第 20 回学術総会特別プログラム】 

テーマ：運動疫学の成果の発信 

座　長：井上　茂（東京医科大学公衆

衛生学分野、日本運動疫学会

理事長）

　　　　野村卓生（関西福祉科学大学

保健医療学部、第 20 回学術

総会学会長） 

演　者：江崎禎英（経済産業省商務情

報政策局ヘルスケア産業課）

　　　　中山健夫（京都大学大学院医

学研究科社会健康医学系専攻

健康情報学分野）

　　　　澤田　亨（国立研究開発法人

医薬基盤・健康・栄養研究所

身体活動研究部身体活動評価

研究室） 

【学会長講演】 

司　会：井上　茂（東京医科大学公衆

衛生学分野） 

学会長：野村卓生（関西福祉科学大学

保健医療学部） 

【シンポジウム①】 

テーマ：ヒトの『健康行動』を変える

ための企業の取り組み

座　長：重松良祐（三重大学教育学部） 

　　　　門間陽樹（東北大学大学院医

工学研究科） 

演　者：加藤清也（国際航業株式会社

事業開発本部）

　　　　米内雄樹（式会社タニタＷＥ

Ｂサービス企画部） 

　　　　齋藤　光（株式会社カーブス

ジャパン戦略企画部） 

【シンポジウム②】 

テーマ：生涯を通じて身体活動・運動

を促進するためには何が必要

か

　　　　各世代における身体活動・運

動促進戦略の特徴と今後の課

題 

座　長：内藤義彦（武庫川女子大学生

活環境学部） 

演　者：田中千晶（桜美林大学総合科

学系） 

　　　　松尾知明（独立行政法人労働

者健康安全機構労働安全衛生

総合研究所産業疫学研究グ

ループ） 

　　　　大藏倫博（筑波大学体育系　

高細精医療イノベーション研

究コア） 

【ミニレクチャー】

テーマ：研究コンセプトのブラッシュ

アップ

座　長：小野　玲（神戸大学大学院保

健学研究科）

演　者：山本精一郎（国立がん研究セ

ンター　社会と健康研究セン

ター　保健社会学研究部）

【指定講演①】

テーマ：認知機能と身体活動～ MCI

から認知症まで～ 

座　長：原田和弘（神戸大学大学院人

間発達環境学研究科） 

演　者：土井剛彦（国立長寿医療研究

センター　老年学・社会科学

研究センター　予防老年学研

究部　健康増進研究室） 

　　　　杉本大貴（国立長寿医療研究

センターもの忘れセンター） 

【指定講演②】 

テーマ：がんと身体活動～予防、治療

からサバイバーまで～ 

座　長：小野　玲（神戸大学大学院保

健学研究科） 

演　者：井上順一朗（神戸大学医学部附

属病院リハビリテーション部） 

　　　　牧浦大祐（神戸大学医学部附

属病院リハビリテーション部） 

【プロジェクト研究報告】 

概　要：現行のプロジェクト研究の報

告および新規採択研究発表 

座　長：小熊祐子（慶應義塾大学スポー

ツ医学研究センター、日本運

動疫学会プロジェクト研究委

員会委員長） 

【日本運動疫学会公式声明】

司　会：丸藤祐子（医薬基盤・健康・

栄養研究所健康増進研究部） 

発表者：武田典子（工学院大学教育推

進機構） 

【一般演題　口頭発表】 

座　長：岡　浩一朗（早稲田大学スポー

ツ科学学術院）

　　　　石井好二郎（同志社大学スポー

ツ健康科学部）

【一般演題　ポスター発表】 

備　考：第 2 日目の昼時間帯に実施、

軽食あり

【懇親会】

日　時：2017 年 6 月 17 日（土） 

会　場： 神戸大学生協医学部医学科食堂

【健康運動指導士および健康運動実践

指導者の単位認定について】

　健康運動指導士および健康運動実践

指導者の登録更新に必要な履修単位と

して講義 3 単位が認められます。[ 認

定番号 176072]

第 20 回 日本運動疫学会学術総会のご案内

第 20 回学術総会　学会長／関西福祉科学大学　野村 卓生
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糖尿病患者におけるその影響はまだ報

告されていません。そこで、既データ

から①日本人糖尿病患者の座位時間の

状況、②座位時間の HbA1c への影響、

および③座位時間の関連する因子の特

定、を検証することで、座位時間を減

少させる介入の必要性を検討しました。

今研究で日本人糖尿病患者でも座位時

間を減少する介入の必要性が示された

ため、現在、教育的指導の中に座位時

間についての言及を始めたことを発表

しました。開始した教育的指導におい

て、入院時と 6 ヵ月後の座位時間に有

意差を認めていないこと発表しました

が、発表後、介入方法に対して、意見

を頂く機会に恵まれました。結果が否

定でも、私が発表することによって実

現した意見交換の中から進化のきっか

けを得られるのだと実感しました。

　研究者としての未熟さをたくさん感

じさせられましたが、最前線で研究に

取り組む理学療法士と後方でデータを

保障する理学療法士が混在し、お互い

に協力しあう立場にあることを、聴講

と発表を通して感じた有意義な学会参

加となりました。

　３：高齢者の身体活動・運動と体力

レベルの状況と課題

　　演　者：辻 大士（千葉大学）

　４：座位行動に関する我が国の状況

と課題

　　演　者：菊池宏幸（東京医科大学）

　５：身体活動・運動を支える政策・

環境づくりの現状と課題

　　演　者：武田典子（工学院大学）

　18:00 － 20:00  懇親会

　なお、集いの会場や参加費、懇親会

の会場等の未定の部分に関しては確

定次第、学会ホームページ（http://

jaee.umin.jp/index.html）上でご案内

いたします。

　今年度も日本体力医学会大会の前日

に第 3 回目の「運動疫学の集い」を開

催いたします。今回の集いのテーマは

「日本の今を知る：身体活動・運動に

関わる現状と課題―授業・現場で活か

せる身体活動・運動の最新情報―」と

し、シンポジウムを企画しております。

本シンポジウムでは、各分野で精力的

に研究を実施されている先生方にご講

演いただく予定でおります。多くの

方々のご参加をお待ちしております。

１．テーマ　：

　　日本の今を知る：身体活動・運動

に関わる現状と課題―授業・現場で

活かせる身体活動・運動の最新情報―

２．日　時　：

　2017 年 9 月 15（金）15:00 ～ 17:00（予定）

３．場　所　：松山大学（予定）

４．交　通　：

　伊予電鉄鉄砲町から徒歩 5 分 

５．参加費　：

　1,000 円（予定：当日、受付にて徴収）

６．プログラム：

　14:30 － 15:00  受付

　15:00 － 17:00　シンポジウム

　座　長：安藤大輔（山梨大学）、松

下宗洋（獨協医科大学）

　１：子どもの身体活動・運動と体力

レベルの状況と課題

　　演　者：鈴木宏哉（順天堂大学）

　２：成人の身体活動・運動と体力レ

ベルの状況と課題

　　演　者：丸藤祐子（医薬基盤・健

康・栄養研究所）

第 52 回　日本理学療法学術大会参加報告

製鉄記念八幡病院　池永 千寿子

　2017 年 5 月 12 日～ 14 日に開催さ

れた第 52 回日本理学療法学術大会に

参加しました。今学会は、12 の分科

学会と 10 の部門の全てが参加する連

合大会方式で開催され、6500 名の参

加者が専門性を深め合いました。過去、

理学療法士は多岐にわたる診療分野へ

の対応から、臨床力を身に着けること

に追われ、日本人を対象に理学療法を

展開した研究データを蓄積する余裕を

持てませんでした。近年、会員数の増

加やガイドラインの作成とともに、臨

床力を鍛えるだけでなく、科学的根拠

に裏付けられた理学療法の水準の向上

のための研究データの蓄積の重要性が

強調され、その教育にも力を入れるよ

うになりました。今大会のテーマには

『理学療法士の学術活動推進』が掲げ

られ、学術水準の向上に貢献できるよ

うな教育的企画や各分野の臨床の学術

活動の具体的な方法の提示など、聴講

だけでなく積極的な討議も展開される

活気的な学会でした。

　私は、「糖尿病に対する理学療法の

発展を目指して～臨床介入研究最前線

～やればできる !! 糖尿病の理学療法

介入研究」というテーマのシンポジス

トとして『糖尿病患者の「座りすぎ」

の現状と治療への影響』を発表しまし

た。当院では、2010 年より糖尿病患

者に入院時、退院 1 か月、3 か月、お

よび 6 ヵ月後に運動療法の教育的指導

を実施し、国際標準化身体活動質問票

を用いて 1 週間の身体活動量を算出

していました。退院後

の身体活動量は向上す

るものの、座位時間に

変化はありませんでし

た。座位時間がヘルス

ケアアウトカムにもた

らす不利益は多くの研

究で明らかにされてい

ます。しかし、日本人

第 3 回 運動疫学の集いのご案内

山梨大学　安藤 大輔
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　近年の技術革新に伴い、身体活動を

モニターできる身体に装着可能（ウェ

アラブル）な機器や食事をモニターす

るインターフェースを備える機器な

ど、生活習慣改善を支援する機器が多

数市販されている。これらのウェアラ

ブル機器の利用が肥満者に対する減量

効果を高めるか否かを検証した長期間

の研究は存在しない。そこで、この研

究では若年成人を対象に、生活習慣介

入にウェアラブル機器の利用を加える

ことにより、24 ヵ月間の長期の体重減

少に及ぼす影響を検証している。

　本研究のデザインは並行群間ランダ

ム化比較試験である。対象者は地域住

民から募集した BMI が 25 以上 40 未満

で 18 ～ 35 歳の若年成人肥満者 471 人

であった。対象者は標準介入群とウェ

アラブル機器介入群にランダムに割り

付けられた。両群ともに、最初の 6 ヵ月

間は週 1 回、7 ～ 24 ヵ月は減量に関す

る各種トピックを扱う月１回の集団型

セッションに参加した。7 ヵ月目から

は 10 分程度の電話での個別指導を月

1 回、減量支援に関するテキストメッ

セージを週 1 ～ 2 回を受けた。初期体

重に基づいて食事摂取量を1日1200～

1800 kcal に抑えるとともに、10 分以

上継続する中高強度身体活動を週 300

分間まで増やすよう指導した。標準介

入群では、研究の専用ウェブサイトを

通じて身体活動と食事摂取を自己報告

し、ウェアラブル機器介入群は、上腕

に装着する活動量計とその付属ウェブ

サイトを通じて身体活動と食事摂取を

報告した。介入スタッフは電話による

個別指導の際にこれらの情報を参照し

た。本研究の主要評価項目は 24 ヵ月間

の体重変化であった。

　参加者 471 人のうち 350 人（74.5%）

が 24 ヵ月間の介入を完遂した。24 ヵ

月間の体重減少量はウェアラブル機器

介入群で 3.5 kg（95% 信頼区間：2.6 ～

4.5）、標準介入群で 5.9 kg （5.0 ～ 6.8）

であった（図）。予想に反して標準介

入群に比べてウェアラブル機器介入群

で体重減少量が

2.4 kg 少なかっ

た。身体活動や

食事摂取は両群

ともに改善し、

群間差は認めら

れなかった。

　ウェアラブル機器を利用して身体活

動や食事をモニターすることにより、

標準的な行動介入に対して追加効果は

認められず、むしろ長期の減量成績が

好ましくない結果となった。なぜ効果

が減弱されてしまったのか原因を探る

必要があろう。今日では数え切れない

種類のウェアラブル機器が市販されて

おり、このような長期の研究で使われ

た機器は、結果が公開される頃にはす

でに入手不可能という事態も予想され

る。別の機器で同様の結果が得られる

のかは不明で、各機器で逐一検証する

ことは事実上不可能であり、この領域

の研究の難しいところである。
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